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7月開催されるオリンピックの装飾
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6 月
定例会

コロナ感染症対応、低所得者の子育て世
帯に対する生活支援特別給付金事業可決

　6 月定例会は 6 月 8 日から 11 日まで開催され、報告（1 件）、承認（1 件）、条例改正（2 件）、一般会

計補正予算（第 2 回）、諮問（1 件）を原案通り可決承認しました。また、今回の一般質問は、初日に 6

名が一問一答方式で行い、活発な質疑応答が行われました。

おもな審議事項

　報告
・令和 2 年度道志村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告を受けました。

　承認第 2 号
・専決処分の承認について（道志村税条例の一部を改正する条例）

　条例の改正 2 件を可決
・道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例

・道志村介護保険条例の一部を改正する条例

　令和 3 年度道志村一般会計補正予算（第 2 回）を可決

　諮問
・人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件

おもな財源
（補正分）

おもな使いみち
（補正分）

・国庫支出金 �  △ 3,228 万円（過年度分を含む）

・県支出金 �  199 万円

・繰入金 �  4,008 万円

・民生費  （コロナ感染症対策） �  195 万円

・衛生費 （コロナウイルスワクチン接種事業） �  295 万円

・農林水産業費（国道の拡幅工事他） �  393 万円

・土木総務費（残土処理場整備他） �  60 万円



令和 3年 7月 1日発行（3）

第３回
臨時会

新型コロナウイルスワクチン
接種事業費を可決

　第 3 回臨時会が 4 月 23 日に開催され、専決処分の承認（1 件）、令和 3 年度道志村一般会計補正予算、

特別会計補正予算（各 1 件）を可決承認しました。

新型コロナウイルスワクチン接種予定

65 歳以上高齢者人数  �   648 名（6/1 現在）

5/11 ～ 6/9 時点　●１回目接種済数　561 名　86.6％　

　　　　　　　　●２回目接種済数　346 名　53.4％　� 【接種完了予定】　7 月下旬

16 歳～ 64 歳以下人数  �   836 名（6/1 現在）

　　　　　　　　●クーポン券郵送交付　6 月 4 日より

　　　　　　　　●予約開始日　6 月 7 日より

　　　　　　　　●接種開始日　6 月 22 日より毎週火・水� 　【接種完了予定】　9 月下旬

接種対象者　16 歳以上の全住民数（令和 3 年度末年齢到達者）  �   1,484 名（5/1 現在）

おもな審議事項

　令和 3 年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 1 回）を可決

　承認（専決処分の報告を受ける）1 件
・令和 2 年度道志村一般会計補正予算（第 8 回）

　令和 3 年度道志村一般会計補正予算（第 1 回）を可決

おもな財源
（補正分）

おもな使いみち
（補正分）

接種場所  診療所

・総務費  （オリンピック・パラリンピック推進費） �  754 万円
・民生費 （福祉センター・保育所費） �  2,046 万円
・衛生費（コロナウイルスワクチン接種事業費） �  257 万円

・国庫支出金 �  6,068 万円
・繰入金�  △ 2,520 万円
・諸収入 �  △ 491 万円
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小中一体型校舎活用の成果は
9 年間を見通し豊かな人間性育成

Ｑ
Ａ 佐藤喜章 議員

佐
藤

　

県
内
及
び
全
国
で
も

珍
し
い
一
体
型
校
舎
で

の
村
独
自
の
教
育
方
法

及
び
そ
の
成
果
は
。
県

と
の
連
携
対
応
は

教
育
長

　

小
中
学
校
一
体
型
校
舎
の

活
用
に
よ
る
連
携
教
育
の
成

果
と
し
て
、
９
年
間
を
見
通

し
、
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
、
教
職
員
の
授
業
力
向
上

や
学
校
組
織
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
の
連
携
対
応
は
山
梨

県
教
育
委
員
会
の
小
中
連
携

研
究
推
進
校
の
指
定
を
受

け
、
連
携
教
育
の
望
ま
し
い

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
ま

し
た
。
本
年
２
月
の
定
例
県

議
会
に
お
い
て
、
長
崎
知
事

が
「
児
童
数
が
少
な
い
た
め

に
、
25
人
学
級
の
影
響
が
及

ば
な
い
市
町
村
に
は
、
よ
り

先
行
的
な
取
組
と
な
る
よ
う

な
特
色
あ
る
施
策
を
支
援
検

討
す
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
、

県
教
委
と
の
連
携
対
応
を
深

め
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地

域
や
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
国
道
４
１
３
号
及
び

県
道
都
留
道
志
線
の
雨

量
規
制
撤
廃
及
び
雨
量

の
規
制
緩
和
は

産
業
振
興
課
長

　

県
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

り
ま
す
と
国
道
の
工
事
は
６

月
中
に
は
完
成
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

　

県
道
都
留
道
志
線
に
お
い

て
は
、
未
対
策
箇
所
が
１
箇

所
残
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年

度
中
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。Ｑ

都
留
道
志
線
防
災
ト

ン
ネ
ル
事
業
の
進
捗
状

況
及
び
完
成
時
期
は

産
業
振
興
課
長

　

県
で
は
、
山
梨
県
と
東
京

圏
を
結
ぶ
路
線
の
強
靭
化
対

策
と
し
て
、
県
道
都
留
道
志

線
を
国
道
20
号
の
代
替
ル
ー

ト
と
位
置
付
け
、
雨
量
規
制

の
抜
本
的
な
解
消
や
走
行
安

全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

検
討
結
果
は
地
元
住
民
の

皆
様
や
関
係
自
治
体
か
ら
の

理
解
を
得
た
後
に
事
業
化
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
と
聞

い
て
い
ま
す
。

Ｑ
野
原
月
夜
野
ト
ン
ネ

ル
予
定
地
の
近
く
を
通

り
ま
す
と
重
機
が
作
業

し
て
い
ま
す
。
い
よ
い

よ
着
工
か
と
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。
進
捗
状
況

及
び
完
成
時
期
は

産
業
振
興
課
長

　

こ
れ
ま
で
に
必
要
な
用
地

取
得
を
完
了
し
、
本
体
工
事

に
備
え
残
土
処
理
場
な
ど
の

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
の

主
要
な
構
造
物
着
手
に
向
け

て
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
取
付
区
間
の
改
良

工
事
な
ど
を
進
め
事
業
の
進

捗
を
図
っ
て
い
く
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

完
成
時
期
に
関
し
ま
し
て

は
、工
事
の
規
模
が
大
き
く
、

正
確
な
時
期
に
つ
き
ま
し
は

お
答
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

す
。�

（
再
質
問
あ
り
）

一 般 質 問

道志小中学校一体型校舎



令和 3 年 7 月 1 日発行（5）

避難道を兼ねた農道の新設計画は
国道以外の迂回路は必要と考えて
いる

Ｑ
Ａ杉本孝正  議員

一 般 質 問

杉
本

　

上
善
橋
か
ら
掛
水
沢

間
の
農
道
新
設
工
事
を

行
い
、
観
光
農
園
～
長
又

長
沢
橋
ま
で
通
行
可
能

な
迂
回
路
整
備
計
画
は

村
長

　

国
道
が
通
行
で
き
な
い
時

の
迂
回
路
整
備
の
重
要
性
に

つ
き
ま
し
て
は
村
で
も
十
分

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
国
道

を
利
用
し
な
く
て
も
各
地
区

間
を
移
動
で
き
る
道
路
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
今
年
度
よ
り
総
務
省

は
、
地
域
に
移
住
し
て

特
産
品
を
生
か
し
た
商

品
開
発
や
空
き
家
の
利

活
用
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
が

導
入
さ
れ
る
が
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
考
え
は

村
長

　

道
志
村
総
合
戦
略
等
で
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
重
要
な

事
業
や
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
場
合
に
、
こ
の
「
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し

ま
す
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
、
小
学
校
、

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
行
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息

後
も
継
続
す
る
考
え
は

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
以
降
は
、
財

源
を
確
保
す
る
中
で
、
子
育

て
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て

継
続
す
る
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
再
質
問
あ
り
）

村
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
様
々
な
職
業

に
多
大
な
影
響
が
出
て
お

り
、子
育
て
家
庭
の
精
神
的
・

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、

農道の未整備区間

※「地域プロジェクトマネージャー制度」とは
地方自治体が会計年度任用職員として任用し、自治体の重要プロジェクト
の推進にリーダー的立場でかかわり、地域の活性化を担う制度です。（特別
交付税措置として一人あたり上限 650 万円交付される、期間は３年間）
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道の駅騒音対策は
騒音の原因が道の駅なら対策は必要

Ｑ
Ａ 佐藤徹 議員

佐
藤

　

平
成
25
年
6
月
の
議

会
で
道
の
駅
騒
音
問
題

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

騒
音
解
消
対
策
は

村
長

　

平
成
25
年
7
月
31
日
に
村

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の

議
会
に
出
て
な
い
の
で
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
道
の
駅
周
辺
の
騒
音

問
題
で
近
隣
住
民
と
の

対
話
は

村
長

　

私
が
社
長
に
就
任
し
て
か

ら
は
特
に
苦
情
を
耳
に
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
話
し
た

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
道
の
駅
周
辺
の
騒
音

調
査
を
再
度
実
施
し
、

防
音
対
策
を
す
る
考
え

は村
長

　

道
の
駅
が
騒
音
の
原
因
で

あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出

れ
ば
、
何
ら
か
の
対
策
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
雨
量
規
制
が
撤
廃
す

れ
ば
防
災
ト
ン
ネ
ル
は

必
要
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
人
口
対
策
な
ど
早
急

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
村
長
の
考
え
は

村
長

　

県
道
の
新
た
な
防
災
ト
ン

ネ
ル
は
、
台
風
時
な
ど
豪
雨

の
対
策
の
み
な
ら
ず
、
富
士

山
噴
火
時
の
避
難
路
及
び

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役

割
、
ま
た
危
険
な
峠
越
え
が

な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
降

雨
・
降
雪
時
の
安
全
の
確
保
、

時
間
も
短
縮
で
き
る
雨
量
規

制
以
外
の
役
割
が
非
常
に
多

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
再
質
問
あ
り
）

一 般 質 問

バイクで混雑している道の駅駐車場

富士東部雨量状況図 防災トンネル概略ルート



令和 3年 7月 1日発行（7）

人口減少対策での住宅建設は
本年度大渡地区に建設予定

Ｑ
Ａ佐藤進  議員

一 般 質 問

佐
藤

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
道
志
村
移
住
支
援
セ

ン
タ
ー
に
業
務
委
託
を

し
て
い
る
が
、
移
住
希

望
者
の
住
む
場
所
も
な

く
、
移
住
を
断
念
し
別

の
地
域
に
移
住
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
平

成
30
年
度
に
住
宅
建
設

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
執
行
の
ま
ま
今

に
至
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
渡
地
区
の
土
地

購
入
費
と
住
宅
建
設
費

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
先
送
り
に
な
っ
て

い
る
の
は
何
故
か
。
ま

た
建
設
が
容
易
な
村
有

地
で
は
な
く
大
渡
に
こ

だ
わ
る
理
由
は

産
業
振
興
課
長

　

大
渡
地
区
に
決
定
し
た
理

由
は
、こ
の
地
区
が
高
齢
化
・

過
疎
化
の
進
行
に
よ
り
、
近

い
将
来
集
落
の
維
持
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
移
住
し
た
若

者
に
地
区
の
後
継
者

の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え

て
の
も
の
で
す
。
農

地
の
制
限
や
相
続
手

続
き
な
ど
の
理
由
に

よ
り
建
設
場
所
が
決

ま
ら
ず
、
時
間
を
要

し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
早
期

に
建
設
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な

企
業
で
も
利
用
で
き
る
施
設

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー

ス
で
は
東
京
に
本
社
を
持
つ

企
業
が
利
用
し
て
お
り
ま
す

が
、
村
内
で
拠
点
と
な
る
事

務
所
の
開
設
準
備
を
進
め
て

お
り
、
村
で
も
サ
ポ
ー
ト
を

し
つ
つ
、
成
果
に
向
け
て
共

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

（
再
質
問
あ
り
）

Ｑ
人
口
減
少
対
策
事
業

の
ひ
と
つ
で
遠
隔
医
療

を
導
入
し
充
実
し
た
医

療
や
福
祉
の
村
づ
く
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習

塾
の
設
置
に
よ
る
質
の

高
い
教
育
環
境
整
備
が

大
切
で
す
。

道
志
版
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
構
想
で
は
横
浜

や
首
都
圏
の
企
業
を
誘

致
し
働
く
場
所
づ
く
り

と
移
住
者
・
定
住
者
が

不
安
な
く
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
の
事
業
と
思
う

が
、
成
果
が
出
て
い
な

い
原
因
と
現
状
の
取
り

組
はふ

る
さ
と
振
興
課
長

　

道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
は
、
対
象
企
業
の

要
件
を
踏
ま
え
て
利
用
を
許

可
し
て
お
り
ま
す
。
村
に
滞

在
型
の
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す

る
こ
と
や
、
地
元
雇
用
の
計

画
な
ど
を
聞
き
取
り
判
断
し

下善之木地区開設予定のオフィス

大渡地区住宅建設予定地
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法律や条例に対する村長の認識は
法律や条例は遵守すべきもの

Ｑ
Ａ 佐藤光栄 議員

佐
藤

　

村
長
に
お
い
て
は
2

期
8
年
と
い
う
長
い
間
、

道
志
村
の
行
政
運
営
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
行

政
運
営
に
お
い
て
は
何

事
も
法
律
や
条
例
で
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。
法

律
や
条
例
に
対
す
る
村

長
の
認
識
は

村
長

　

村
長
と
し
て
行
政
の
運
営

を
し
て
い
ま
す
。
当
然
の
事

で
す
が
、
法
律
や
条
例
に
つ

い
て
は
、
遵
守
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。Ｑ

道
志
村
神
地
地
区
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
開
設
し
て
あ
る
が
、

今
後
の
活
用
は

村
長

　

道
志
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
意
欲
あ
る
企
業
の
誘
致
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
現
在
社
会
に
お
い

て
、
通
信
技
術
の
急
速

な
進
歩
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
勤
務
が
可
能
な
状

況
で
あ
り
、
本
村
に
お

い
て
も
光
通
信
が
10
年

以
上
も
前
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
通

信
技
術
の
活
用
は

村
長

　

村
で
は
、
平
成

21
年
に
高
速
・
大

容
量
が
可
能
な
光

通
信
網
を
村
内
で

供
用
開
始
し
、
民

間
企
業
へ
貸
し
出

す
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
住
民
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
ま

す
。
村
で
も
、
こ

の
通
信
網
を
行
政

情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
情
報
の
伝
達
に
活

用
し
て
お
り
、
平
成
30
年
に

は
、
シ
ス
テ
ム
及
び
機
器
の

更
新
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
令
和
3
年
5
月
15
日

発
行
の
村
政
報
告
で
、

県
の
補
助
金
が
10
億

円
増
と
あ
る
が
、
そ
の

10
億
円
の
内
訳
は

村
長

　

村
政
報
告
に
お
い
て
「
県

の
補
助
金
」
と
記
載
し
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
か

ら
支
出
さ
れ
た
金
額
を
村
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ

の
よ
う
な
表
現
を
い
た
し
ま

し
た
。
10
億
円
の
内
訳
に
つ

い
て
は
、
災
害
対
策
、
土
木

工
事
等
の
山
梨
県
発
注
に
よ

る
事
業
費
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。�

（
再
質
問
あ
り
）

一 般 質 問

サテライトオフィス視察

行政情報提供システム機器



令和 3年 7月 1日発行（9）

「防災トンネル現地説明会」の後
2〜3年で事業化は
流石県議の質問に対する知事の
答弁を引用

Ｑ
Ａ池谷銀重  議員

一 般 質 問

池
谷

　

県
道
都
留
道
志
線
概

略
ル
ー
ト
は
ど
こ
か
。

道
志
村
単
独
の
依
頼
か

都
留
市
と
の
合
意
は
。

事
業
化
と
は

村
長

　

都
留
市
側
は
、
菅
野
あ
た

り
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
道

志
側
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都

留
市
側
の
標
高
や
地
形
、
距

離
等
を
考
慮
し
な
が
ら
適
し

た
箇
所
を
決
定
す
る
。
都
留

市
と
の
合
意
は
、
都
留
市
で

も
説
明
会
を
実
施
す
る
。
事

業
化
と
は
、
事
業
評
価
を
受

け
た
後
、
国
の
補
助
に
よ
り

詳
細
設
計
を
行
う
時
期
の
こ

と
。Ｑ

村
政
報
告
で
は
「
現

地
説
明
会
」
の
後
に
２

～
３
年
で
県
の
事
業
化

に
な
る
予
定
と
あ
る
が

間
違
い
は
な
い
か

村
長

　

県
議
会
で
の
流
石
県
議
の

質
問
に
対
す
る
知
事
の
答
弁

を
引
用
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
過
去
の
一
般
質
問
の

回
答
に
は
、「
大
渡
ト
ン

ネ
ル
の
完
成
後
に
都
留

道
志
線
の
ト
ン
ネ
ル
は

検
討
す
る
」
と
県
の
回

答
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ

に
来
て
概
略
ル
ー
ト
の

説
明
会
の
開
催
は
選
挙

向
け
で
は
な
い
か

Ｑ
役
場
庁
舎
設
計
業
務

委
託
の
指
名
競
争
入
札

で
、
本
村
議
員
が
親
族

に
よ
る
請
負
い
で
地
方

自
治
法
92
条
の
２
に
抵

触
の
質
問
に
「
当
該
議

員
が
実
質
的
支
配
力
や

影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い

る
材
料
が
見
当
た
ら
な

い
。」
と
回
答
が
あ
っ
た

が
、
従
業
員
で
給
料
も

あ
り
、
議
員
に
な
っ
て

か
ら
も
職
員
と
の
打
ち

合
わ
せ
書
類
や
写
真
等

の
証
拠
が
あ
り
影
響
力

は
あ
る
が
指
名
し
た
村

長
の
考
え
は

村
長

　

逐
条
地
方
自
治
法
に
あ
る

議
員
の
親
族
に
よ
る
請
負
の

内
容
に
つ
い
て
も
抵
触
し
な

い
と
解
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

当
該
議
員
が
実
質
的
支
配
力

や
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

�

（
再
質
問
あ
り
）

村
長

　

何
の
批
判
が
あ
る
か
私
に

は
解
ら
な
い
が
村
長
に
就
任

し
て
公
約
の
一
番
と
し
て
道

坂
峠
の
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
き
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
に
な
り
、
県
の

道
路
事
情
の
大
き
な
構
想
の

中
に
県
道
24
号
線
が
入
り
、

新
た
な
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
県

道
都
留
道
志
線
の
概
略
ル
ー

ト
に
つ
い
て
、
山
梨
県
に
よ

る
現
地
説
明
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
け
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

防災トンネル概略ルート

大渡トンネル関連工事
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議会活動報告
● 総務文教常任委員会 令和 3 年 4 月 7 日、5 月 12 日、5 月 26 日

　4 月 7 日議会事務局室に於い

て教育委員との座談会や議員災

害対応訓練・議員勉強会につい

て協議しました。5 月 12 日災

害対応訓練を実施し災害時に於

ける議員の役割や行動について

訓練しました。5 月 26 日役場

２階に於いて議員研修会を実施

し、議会事務局長より地方創生

について説明を受けました。こ

れからの議員活動に役立てます。

● 建設厚生常任委員会 令和 3 年 4 月 22 日、5 月 19 日、6 月 8 日

　4 月 22 日及び 5 月 19 日役 場

議会事務局室において建設厚生常

任委員会を招集し、提言内容の検

討を行い、議長、委員全員で情報

の共有をはかり役場担当者より状

況の説明をうけ提言書をまとめま

した。6 月 8 日出羽議長、大田建

設常任委員長により村当局に提言

書を提出しました。

提言内容
1、保育所出入り口の危険石積改修及び拡幅改修
2、林道脇の不法投棄ゴミの早期撤去

災害対応訓練説明会

村長に提言書を提出
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議会活動報告
● ペーパーレス推進委員会 令和 3 年 4 月 21 日、5 月 12 日

　4 月 21 日 議 会 ソ フ ト、

Sidebooks を導入し操作研修会

を議員全員出席で開催いたしま

した。5 月 12 日の研修ではタ

ブレット、携帯電話を使い災害

時対応の訓練を行いました。今

後も研修を重ね議会のペーパー

レス化、災害等にも対応できる

よう勉強していきたいと考えて

います。

● 町村議会議員表彰・自治功労者表彰 令和 3 年 5 月 31 日

員研修会では、東北大学大学院情報科学

研究科、准教授河村和徳先生による「町

村議会の抱える課題」と題し、オンライ

ンでの講演があり地方議員の抱える課題

がよくわかり、今後の議員活動の参考に

します。

　その後全国町村議会議長会表彰

4 名、山梨県町村議会議長会表彰

では、1 議会、14 名の表彰があり、

道志村議会からは、山梨県町村議

会議長会長である出羽和平議長が

全国町村議会議長会表彰の特別功

労賞表彰を受けました。

　今後の活躍に益々期待するとこ

ろであります。

　令和 3 年度町村議会議員研修会と自治

功労者表彰が山梨県自治会館で、新型コ

ロナウイルス感染症対策のため人数制限

を行い開催されました。

　本議会からは 5 人出席し、町村議会議

議会用ソフト研修風景

表彰を受ける出羽議長
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議会の考え

その結果今は

道路、景観整備も整い、ボランティアの協力も頂き機運も盛り上
がっています。

景観整備され機運も上々

質
問

答
弁

議会の考え議会の考え
議会の考え

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
対
す
る

村
、
県
、
村
民
の
協
力

体
制
は

横
断
幕
等
を
設
置
し
機
運

醸
成
に
努
め
て
い
る
︒
県

に
は
国
道
の
整
備
︑
景
観

整
備
等
協
力
を
要
望
︑
村

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
︒

その結果今はその結果今は

世界の人々に我が道志村を見ても
らえる絶好の機会と考え期待して
います。

あの一般質問は今…
平
成
30
年
9
月
定
例
会

4/6（火）小学校入学式

4/6（火）中学校入学式

4/7（水）総務文教常任委員会

4/7（水）ペーパーレス推進委員会

4/9（金）南北都留郡正副議長
連絡協議会総会

4/21（水）ペーパーレス推進委員会

4/22（木）建設厚生常任委員会

4/23（金）令和 3 年第 3 回臨時会

4/28（水）広報常任委員長会議

5/12（水）総務文教常任委員会
（災害対応訓練）

5/13（木）山梨県町村議会議長会

5/19（水）建設厚生常任委員会

5/31（月）町村議会議長会
功労者表彰・研修会

6/1（火）広報常任委員会

6/1（火）議会運営委員会

6/8（火）
～ 11（金）6 月議会定例会

3 月定例会以降の 

おもな活動



令和 3年 7月 1日発行（13）

　

令
和
３
年
４
月
に
道
志

村
消
防
団
長
の
職
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
山
口
義
弘

と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
団
長
と
し
て

使
命
達
成
の
た
め
、
こ
の
大

任
を
果
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
消
防
団
活
動
が
自
粛
や
中

止
と
な
り
、
今
ま
で
経
験
の

な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
火
災
や
自
然
災
害
な

ど
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。
我
々
消
防
団
は
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
火
災
を
は
じ

め
台
風
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
は
、
村
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
守
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
常
時
に

は
予
防
消
防
に
努
め
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
団
員
数
の

減
少
な
ど
で
防
災
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
最
も
重
要

な
の
は
、
や
は
り
村
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
く
事
が
重
要
で

す
。

　
「
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
」
は
皆
様
の

ご
協
力
な
し
で
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
。我
々
消
防
団
も「
郷

土
愛
護
の
精
神
」
の
も
と
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

消防団の活動（土のう作り）

道
志
村
消
防
団

山   

口　

義   

弘

団
長

村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

団
体
紹
介

活
躍
す
る
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編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

杉
本
　
孝
正

　
副
委
員
長
　 

山
口
　
　
章

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
徹

　
委

員
　 

佐
藤
　
喜
章

　

久
保
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
人
ザ
キ
姐
で

す
。
私
は
20
代
の
頃
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ

イ
で
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
道
志
み
ち
は
砂
利
道
の
頃
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
に
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
積
ん
で

通
っ
た
思
い
出
の
道
で
す
。

　

知
人
が
久
保
地
区
で
何
十
年
と
や
っ
て

き
た
久
保
キ
ャ
ン
プ
場
を
、
何
故
か
私

が
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

７
年
く
ら
い
経
っ
た

今
、
思
え
ば
忙
し
く
て
体

を
壊
す
寸
前
の
働
き
方
で

し
た
。
な
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
経
営
、
労
働
は
半
端

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
繁
忙

期
に
は
睡
眠
不
足
で
か
な

り
き
つ
か
っ
た
で
す
。

　

久
保
キ
ャ
ン
プ
場
を
始
め
た
ば
か
り
の

頃
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
で
婚
活
キ
ャ
ン
プ
が

開
催
さ
れ
、
他
の
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
と
も
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、
お

客
様
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
応
じ
て
く
だ
さ
る

と
い
う
、
と
て
も
親
切
な
環
境
の
も
と
、

今
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
７
年
目
に
し
て
初
め
て
村
長
さ
ん

と
役
場
前
で
バ
ッ
タ
リ
お
会
い
し
感
激
し

ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
き
れ
い
に
な
る
道
志

み
ち
、
久
保
の
前
を
流
れ
る
道
志
川
、
そ

ん
な
す
て
き
な
道
志
村
の
魅
力
を
こ
れ
か

ら
も
お
客
様
に
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
で
や
っ
て
い
る
小
さ
な
キ
ャ
ン
プ

場
で
す
が
、
た
ま
に
は
四
人
の
娘
が
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
5
月
に
広
報
常
任
委
員

に
任
命
さ
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
作
業
も
1
年
過
ぎ
ま
し
た
。　

　

道
志
村
で
は
65
歳
以
上
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
績

が
85
％
以
上
を
達
成
し
、
64
歳

以
下
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

早
期
接
種
に
よ
り
集
団
免
疫

70
％
を
達
成
さ
せ
1
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
が
終
息
さ
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。 

（
佐
藤 

徹
）

桜咲く久保キャンプ場

渓流沿いのキャンプサイト

がんばる人紹介
渓流沿いにある隠れ家的キャンプサイト「久保キャンプ場」オーナー

久保キャンプ場
山崎優佳子さん
と 4 人の娘さん


